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近隣諸国の実験動物事情
佐 藤 善 一
株式会社 アニマルケア
わが国と近隣諸国との実験動物に関する交流は
近年特に盛んになって来ていることは誠にうれし
く,今後の発展を大いに期するものである｡ そこ
で極 く限られた,いわば,垣間見た,又は聞いた
程度の知識にもとずく情報にしかならないが,今
後交流される方々の参考になれば幸いである｡
中 国
1945年終戟以後,中国は内戦,朝鮮戟争,大躍
進,文化大革命など永い困難な問題が続いていた｡
国内が安定して,科学分野はそれまでの遅れを取
り戻すべく一斉に活動を展開して,未だ15年位に
しかならない｡実験動物分野も例外ではなく,約
10年前から中国内の整備及び諸外国の情報を積極
的に集め,又視察旅行も欧米をはじめ特に日本に
は多くの代表団が訪れた｡又,中,長期の研修生
が数多く,冒,欧,栄,等に出ている｡ 一方,請
外国から専間家を招曙して講演会,座談会,セミ
ナーを開催している｡
1987年には全中国を代表する中国実験動物学会
(CALAS)が日本をはじめ世界各国の人々が参加
して発足した｡その外に,主要都市,省には研究
会がある｡
1989年12月天安門事件後のいろいろな困難の中
であったにもかかわらず,上海国際実験動物シン
ポジュウムが開催された｡10数ヶ国からの参加が
あり,盛大であった｡このシンポジュウムでは格
調高い論文が中国側から発表されていた｡この事
については倉林譲先生 (岡山大 ･医学部動物実験
施設)が雑誌アニテックスに発表された｡1989年
10月,実験動物管理条例が公布されたが,これが
中国に於ける基本法である｡ 同年衛生部(厚生省)
から実施細則が出され,上海市実験動物機構等級
標準,実験動物飼育器具評価規則など各種の法令,
規準等が続々と整備されつつある｡
中国は苦しい経済事情の中にありながら,実験
動物関連施設の建設にも熱心で,北京,上海に完
成した研究所は約6,000m2の近代建築である.この
両研究所は,今後の中国における実験動物の発展
のみならず諸外国との交流で大きい役割を果すも
のと思われる｡
中国は広大な国であるために,合点が全員一堂
に会することは至難な事である｡したがって,1989
年10月,雲南省で開催された論文発表会は予め審
査された優秀論文発表の場となっていた｡全国か
ら約100名参加していたが,交通の便とともに,こ
れだけの人々が集まることの大変さは,わが国の
人々には理解しにくい事であろう｡その意気込み
の程がうかがわれる｡ 1992年ICLAS(匡l際実験動
物学会譲)のシンポジュウムを北京で開催する準
備を整えつつある｡
大韓民国 (韓国･KOREA)
1979年,FIRSTNATIONALWORKSHOP
ONLABORATORYANIMALSがソウルで5
日間に亘って開かれた｡出席した外国人はフラン
ス人1人,日本人2人であった｡ この時に韓国実
験動物協会が成立したはずであるが,その後全く
活動が無く,近年新たに韓国実験動物科学協会が
再び結成された｡毎年2回の研究発表会が開催さ
れ,毎回40-50人位の参加者があると聞いている｡
韓国には製薬企業が多く,KGLPの施行があっ
た故か,最近ユーザーの方が活発に動いている感
が ある｡したが ってBSシステム(Barriersustained
system)の施設も数ヶ所建設され規模水準ともに
諸外国に劣らないものがある. 大田市にある但桝ヒ
学研究所などは実験動物の質,系統など世界に肩
を列べれる段階に到達している｡ ここは国連の援
助も得られているので,世界各国から多くの専門
家が技術指導に当っていて,貴も多いのが日本人
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である｡韓国人の若い研究者の多くが,日,欧,
米に研修に出ている｡ この研究所では世界各国の
GLPガイドラインを参考にし,KGLPに従って試
験が行なわれているので,世界各国の安全性試験
をクリア出来るものと思われる｡
実験動物学者としては,微生物,遺伝学等の専
門家がいるが,未だ極 く少数の人々が活躍してい
るのが現状である｡一方ではSPF動物を使用した
り,BS施設を設ける企業が多くなるなど経済的に
豊かな事が,むしろ基本を飛び越えてしまったよ
うで,中国とは対象的な差を見せている｡すなわ
ち,今の内に基礎技術,基礎学問を確立しておこ
うとする中国と,実験動物,実験施設を使用する
のが忙しい韓国との実験動物事情の差は特長的と
言える｡
中国･台湾省
米軍が多く駐留していた時代に,比較的大規模
の実験動物施設を米軍が使用していた｡この実験
動物施設は米軍の研究機関が撤退する時に,台湾
側に絶て移管した唯一の施設であった (1970年頃
と思われる)｡これを引き受けたのが台湾大学医学
部であったが,実験動物はさておき,器材類の老
朽化が激しかったけれども,台湾にとっては近代
化への足がかりとなったことは否定出来ない｡そ
の後,台湾大学では14階建ての研究ビルディング
を建設し,その中に実験動物センターを建設した｡
衛生署 (厚生省相当)食品薬品検験局はGLP対応
の施設を建設したが(1980年頃),あまり機能して
いないようである｡台湾最大の研究所として中央
研究院がある｡この研究院は人文科学,自然科学
など広汎な研究をしているが,実験動物科学は全
く関心が無かった｡しかし世界の情勢がそれを許
さなくなり,4-5年前から系統維持をはじめSPF
動物,無菌動物の生産などを開始する大計画を作
成中である｡
台湾の製薬企業は日本,アメリカ等の進出企業
と民族資本系の企業があるが,自国で開発をした
ものが末だ見られない故か,動物の質量ともに関
心を示していないのが現状である｡
実験動物学会の設立の動きも若干あって,それ
なりの努力をしている人々もいるが,未だに実ら
ない｡2-3年前に日本の専門家数人が招かれて
講演をして,好評を博したが,その後の動きはあ
まり活発になったとは思えない｡
ワクチン製造は官民で行っており,その検定に
用いる動物の不均一なことには大分困っているよ
うであるが,如何ともしがたいのが現状である｡
ソビエト
これまで数回ソ連を訪問しているが,未だに実
験動物科学の実体を掴めない｡これまでに訪問し
たのは今話題になっているバルト海に面している
ラトビア共和国のリガ研究所である｡ この研究所
はフトラフールを開発して有名になったが,諸外
国の実験と比較して問題が多いとの考え方から,
日本レベルの生産と研究施設を建設すべ く指導に
出かけて見たものの,6年経過した現在未だに着
工をしていない｡おそらく今日のような問題が背
景にあって遅れていることと思われる｡
最近この地域も新聞紙上でよく見かけるが,グ
ルジア共和国に生理研究所があって,ヒト疾患モ
デル動物数種類を維持しようとしていると言われ
ている｡ そこでの推持動物はラット,ネコ,イヌ,
サル等を特長としているとのことで,是非訪問し
て見ようとしたら,出発の日に内乱が発生した｡
勇気を持った先生が強引にモスクワまで行ったが,
そこから先には行けなくなり生理研究所の訪問は
幻しのま,でいる｡ これも有名な研究所のひとつ
スフミ市にある実験病理治療研究所はサルの保有
数がソ連ではトップにありながら,わが国には,
その実体は殆んど紹介されていない｡1989年,こ
の研究所のボリスAラーピン教授から強く招請さ
れたが,ソ連各共和国の現状では仲々実現しそう
にない｡ラーピン教授が話された中で ｢近くベ ト
ナムにサルの大生産基地を作る｣との発言が印象
的であった｡
以上,走り書きであるが,近隣諸国での実験動
物事情の概要を御理解していただければ幸いであ
る｡ 特筆すべきは中国の方向性である｡ 前述した
北京に新設した中国医学科学院の研究所は系統維
拷,微生物,遺伝学モニタリング,SPF動物生産
等に加え,全国の技術者のトレーニングセンター
をも計画をしており,わが国でも永年に亘って実
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現出来なかった実験動物センター構想を中国が実
現しようとしている｡ しかも,日本の無償技術協
力項目として,中国からトップテーマとして日本
に提出されている｡ 現在,外務省,及び海外協力
事業団で,鋭意検討中である事を付記しておく｡
なお,上記のわが国近隣諸国の地名はわかりや
すく図1に示した｡
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図1 わ が 国 の 近 隣 諸 国
